
◆布引支部だより 

○「やったー！10,000回達成！！ 

懐かしい思い出と、そして新たな想いへ」 

布引支部 牧野博子 

 平成 29 年 7 月 7 日。神戸ヒヨコ登山会の累

計回数 10,000 回をついに達成することが出来

ました！（感無量です！） 

入会は平成元年11月。実に28年と8カ月！ 

よくぞま～続いたものだと自分自身驚いていま

す。何でここまで継続出来たの？・・答えは簡単！

「素晴らしいヒヨコの仲間や山友達との出合い

に加えて、新鮮なエネルギーを与えてくれる山が、

いつも私を迎え入れてくれたおかげ！」・・と、心

より感謝している今日この頃です。 

 

  10,000 回達成の賞状と盾です！ 

 

布引へ登り始めて数年経った頃、まずは富士山

に登ること。そして、神戸市六甲全山縦走大会に

参加し完走すること。・・この二つが目標でした。 

おかげでその二つとも達成したのですが、市縦走

時のタイム・13 時間 50 分を石田支部長に話し

たところ、そのタイムではヒヨコの全縦はちょっ

と無理かも？・・と言われ、やむなく半縦走で行

くことにしました。 

日本百名山への挑戦、全日本登山大会への参加、

ふるさと兵庫 100 山の踏破、そしてヒヨコの各

例会と、その何れに参加する時にも六甲全縦半縦

走の体力をバロメーターにして挑戦してきまし

た。 

山が楽しくてあちらこちらの山へ行け行けの

時代がありました。そんな中で、涙、涙の思い出

の山行が4度有ります。一つは憧れの「槍ヶ岳」。 

二つ目は「奥穂高岳から前穂岳へ」。三つ目は「岩

の殿堂・剣岳」。その何れもがツアー参加の山行で

した。 

そして、平成 20年 8月 1日（金）～5日（火）

の「ヒヨコ登山会夏山/北アルプス裏銀座縦走・4

泊5日」は、どの山行きの中に於いても、最もハ

ードで忘れることの出来ない素晴らしい思い出

となっています。その時の山行記録を記して懐か

しの思い出と致します。 

―・―・―・―・―・―・―・―・― 

1日目：新神戸21：00発 

2 日目：七倉 9：00 着～高瀬ダム～ブナ立尾根

（三大急登）～烏帽子（烏帽子岳往復）～ 

  烏帽子小屋泊（行動 約 11キロ） 

3日目：小屋発4：30～三ッ岳～野口五郎岳～ 

  真砂岳～東沢乗越～水晶小屋～ワリモ岳～ 

  鷲羽岳～三俣山荘泊（行動 約 14キロ） 

4日目：小屋発6：00～三俣蓮華岳～双六岳～ 

  双六小屋～鏡平～ワサビ平～新穂高温泉・ 

深山荘/ヒヨコ常宿泊（行動 約 18キロ） 

5日目：新穂高近郊散策～深山荘発～高山市街～

三宮21：00着（全行程 約 50キロ）の行

程でした。 

あの時の苦しさと辛さは、一生忘れることはで

きませんが、それよりも、烏帽子岳から始まり、

槍ヶ岳に至る裏銀座縦走コース11座の山々の雄

大さとその素晴らしい景観に身も心も癒された

事の方がより鮮明に記憶に残っているのです。 

 
長い長い縦走コースへ出発！ 



吉野会長が先導役を務め、続いて森崎さんのご

主人を先頭に、21 名のヒヨコ隊が裏銀座縦走に

挑みました。北アルプス3大急登のブナ立尾根を

喘ぎ喘ぎやっとのおもいで登り、そこから始まっ

た 2,900 メートル前後の山々を、一体幾つ登り

降りしたのでしょう！・・ まる 3日間、雲上の

山ガールとなった私は、まるで山の神に取りつか

れたごとく歩き通しました。・・・ 

 

岩場をトラバースするヒヨコ隊 

     

野口五郎岳（2,924M）にて 

新穂高温泉まで下る3日目は朝から雨。昨夜は

満点の星空だったのに！と悔やんでも仕方なし。 

雨の稜線歩きも経験の内・・とカッパを着用し、

気を取り直して小屋を出発。しかし、ガスでもや

った三俣蓮華から双六岳に続く登山道に咲く

花々の、なんと幻想的で美しかったことか！・・ 

 双六岳から鏡平を経てワサビ平まで約 5 時間。 

出発してからすでに 8 時間を経過！ 精も根も

つき果てたのに「ゴールの新穂高はここから未だ

1時間かかるよ！」と先導役の無情の声？に疲れ

も限界！・・それでもガンバルしかない！・・ 

 新穂高温泉バスターミナルを過ぎ、めざすゴー

ル・深山荘まであと15分！・・深山荘への吊り

橋の先に見える「ヒヨコ登山会・裏銀座完走！」

の垂れ幕を見たとたん、熱いものが一気に込み上

げ、ゴールでの握手の途端に感激の涙、涙・・で 

約50キロ近い長～い裏銀座縦走のフィナーレと

なったのでした。（感謝感激！） 

―・―・―・―・―・―・―・―・― 

 95 周年を迎えた今年は、4 月よりいろいろな

行事がありました。「発祥の地・善太郎茶屋跡にレ

リーフ建立」。除幕式のお手伝いをさせて頂いた

のも良い思い出となりました。五年毎に行ってい

る「物故会員の慰霊祭」では90周年記念時に行

った慰霊祭で布引のホープだった故・小池和美さ

んの追悼法要をしたことが昨日のように思い起

こされました。 

そして、今年の夏山は「上信越国立公園・高峰高

原と信州上田・別所温泉」へ。高山の花々と素敵

なディナーに加え、由緒ある別所温泉と町並みの

歴史散策。・・・先に記した「裏銀座縦走山行」か

ら10年の時が経過しました。月日の経つのは本

当に早いものですね！ 

 

 何時も「つれてって！」の私ですが、ヒヨコの

すべての行事に参加出来楽しめるのも、会長始め、

役員の皆様方の真剣で強い絆が有ればこそと

常々感謝の気持ちでいっぱいです。 

記念すべき 95 周年を迎えた年に 10,000 回の

記録を残す事が出来たことで忘れられない年に

なりました。沢山の人のお陰でここまでこられた

ことは決して忘れません。有難うございます！ 

 

          

＊これからの・・・私の想い。 

5年後の100周年を目標に・・・ 

・毎朝登山をマイペースの歩行速度で継続する。 

・ヒヨコ登山会の例会山行に出来る限り参加して、

皆様と元気に楽しく過ごせるよう努力する。 

＊最後に・・ 

ヒヨコ登山会の人と人との強い繋がりを大切 

に次世代に引き継がれることを願ってやみま

せん。 


